
平成30年 2月 22日掲載 
 
＜子供たちに税の使途について考える機会を提供した好事例＞  
 
 
 
今治法人会（愛媛） 

 
＜活動対象＞ 小学校6 年生の児童及び中学生 
 
＜活動の概要＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜参考資料＞ 
 租税教育プレゼン資料 
 
＜摘要＞ 
 特になし 
 
＜出典＞ 
 平成26年度租税教育活動プレゼンテーション（秋田大会）より 
 

税の作文を活用した租税教育活動 

 
●租税教室での取組み 
・小学生を対象に、国の公債残高を将来の税であるとして、家計にたとえて国の

借金の仕組みと現状を説明。 
・中学生を対象に、社会保障と税の問題をディベート方式で議論。日本が目指す

べきは「高福祉・高負担か低福祉・低負担か」をテーマ。 
 
●税に関する作文 
・小学生に夏休みの課題として税の作文に取り組んでもらった。青年部主催の親

子タックスセミナーでは「中学生の税の作文」の朗読発表も実施。 
 毎年継続して実施しており、平成29年度時点で作文集を第10号まで発行、平成

29年の作文応募は923通を数えた。 
 

 



今治法人会租税教育プレゼン資料 

 

2 

 

１．今治法人会の租税教室･･･国の予算をみてみよう！！ 

  小学校では 

   ・国の予算である公債を将来の税として説明（租税法入門 大蔵財務協会発行） 

 

   ・家計にたとえた国の予算の説明 

 

中学校ではディベート方式の授業で税と社会福祉の問題を議論。 

  

借金の部分を、将来の税として 

説明した。 

 

借金（公債発行）を自分たちが大

人になったときに納める税金で返

済する仕組みを説明。 

 

私たちの生活が現在の収入だけで

はまかないきれていない現状を説

明。 

国の予算について不足分を借金で

補いその残高が増えていることを

インターネットやテレビニースな

どで知っている児童も多い。 

小学生の税の作文にも数多く書か

れている。 

担当教師の希望もいれ、討論方

式の授業を実施。 

５クラス２００人の生徒・青年

部会・女性部会の進行役１０人

で熱心な議論。テーマは「高福

祉・高負担か低福祉・低負担か」。

初参加の部員も含め多くの青年

部会員が参加することによって

実現した。 
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２．小学生の税に関する作文集 発行・・・第６号を発行 

管内小学校の教員全員・入選者の家族・今治法人会会員企業などに配布。（３５００部） 

 ①写真（本人・学校の写真）は全員同じ大きさで掲載。撮影は担当教師同席にて 

    法人会事務局スタッフが撮影。 

 ②作文審査は行政・関連団体・法人会のメンバーで６６１通の中から 80 通の作文を審査。 

 ③本年度より新しく今治市長賞などを設け青年部発案の「税の作文表彰式」で授与した。 

 


